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 はじめに
戦略管理会計 (strategic management accounting, SMA) に関する研究は、
1980年代初頭、英国でシモンズ (Kenneth Simmonds) による提唱に端を発
して、現在ではすでに35年が経過している [Simmonds, 1981a, 1981b]。シモ
ンズが提唱した SMAは､ その後 ICMA (The Institute of Cost and Manage-
ment Accountants, 現在の CIMA) に受け継がれ、1990年代にブロムウィッ
チ (Michael Bromwich) らを中心として更なる展開がなされた領域である
[Bromwich, 1990, 1992, 1996 ; Bromwich and Bhimani, 1989, 1994]。これら
英国での SMAの展開は、競合他社のコスト分析を中心とする「事業戦略の
ための会計」として展開されたものであり、この点において米国とは異なる、
いわば英国型 SMAの展開であるといえる [小菅, 2012, p. 229]。
このような英国型 SMAに関する研究において、その後さまざまな展開が
試みられてきたが、なかでもひときわ異彩を放つ研究がある。英国の管理会















② 彼はなぜ戦略的ポジショニングのための会計 (accounting for strategic







1998年に、ロスレンダーとハート (Susan J. Hart) は、SMA に関する
CIMA (Chartered Institute of Management Accountants) がスポンサーとなっ
た学際的研究プロジェクト (interdisciplinary research project) をスタート
し、翌1999年にその成果として「マーケティングとマネジメントのインター
フェイス」と題するドラフト・ペーパーを発表した [Roslender and Hart,
1999]。そして、2002年にはそれを CIMAの出版局から著書 (リサーチ・モ
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理会計 (brand management accounting) という形で戦略管理会計の概念を『市場





ための会計に対するアプローチ法の総称｣ (a generic approach to accounting




しようとしたのである [Roslender and Hart, 2002b, pp. 15]2)。このような
試みは、いわば一種の戦略的マーケティング管理会計 (strategic marketing












るのかを調べ、その要因を発見することにあったという [Hart and Roslender, 2002, p.
32]。
[Roslender and Hart, 2002b, pp. 722]。
1．予算統制制度 (budgetary control systems)
2．価格設定
3．活動会計 (activity accounting)
 顧客収益性分析 (customer profitability analysis, CPA)
 貢献差益法による製品収益性 (direct product profitability, DPP)
 活動基準管理 (activity-based management, ABM)
4．時間的な視界の拡張 (broadening horizons)
 原価企画 (target costing, TC)
 ライフサイクル原価計算 (life-cycle costing)
5．SMA
 競合他社データの分析 (competitor data analysis)
 属性原価計算
 戦略的コストマネジメント (strategic cost management, SCM)
 戦略的投資評価 (strategic investment apprisal)








[小菅, 2012, p. 231]。
このことから、ロスレンダーとハートの見解も、まさに英国型の SMAの
更なる展開として位置づけることができる。周知のように、その後の英国で
の SMAの展開においては、顧客特性 (customer characteristics) と競合他社
の現在と将来のコスト構造、ならびに消費者市場 (consumer markets) に関
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する情報と見積もりを提供する会計として、SMAが論じられてきたのであ













である。アンソニー (1965年) の階層組織構造 (hierarchy) という観点からする
と、これは (SMA－筆者注)、ある事業のマネジメント・コントロールのプロセ









Hart, 2002b, p. 15]
ロスレンダーは、今ここで検討しているハートとの共同研究以前に、
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SMAに関して次のような見解を提示している [Roslender, 1995]。彼の見解
では、SMAは「競争優位性のための会計に対するアプローチ法の特別な総
称｣ (a specific generic approach to accounting for competitive advantage) と
して理解することが最善であり、彼が好んで用いる用語法では戦略的ポジショ
ニング会計 (strategic positioning accounting) である。すなわち、活動会計






[Roslender, Hart, and Ghosh, 1998]。すなわち、SMAは「競合他社、顧客、
ならびに製品（それらはすべて当該市場の主要な要因である）に焦点を合わ
せるものであり、したがって戦略管理会計は市場志向性を明瞭に示す」もの
である [Roslender and Hart, 2002b, p. 15]3)。
ロスレンダーとハートは、このようなものとしての SMAは次の３つの意








3) ｢SMAか ASPか｣ といった名称に関する議論は1998年論文においても展開されてい











して ASPと名付けられた会計である、と主張する [Roslender, 1995, p. 45]。
ここで意識されている管理会計の有用性の喪失とは、1980年代半ばにキャ
プラン (Robert S. Kaplan) が当時の米国企業で行われていた管理会計の実
務と学界での研究・教育の双方に対して行った痛烈な批判 [Kaplan, 1983,
1984, 1985, 1988 ; Johnson and Kaplan, 1987]、ならびにブロムウィッチとビ
マーニによる英国の CIMA の研究プロジェクト [Bromwich and Bhimani,
1989] での成果を意味している4)。これらにもとづいてロスレンダーが取り
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4) なお、ほぼ同じ内容の検討が1996年の論文においても展開されているので、これもあ













挑戦として展開されたものであった、という [Roslender, 1995, pp. 4748]。
競争優位性 (competitive advantage) や戦略的ポジショニングといった考え
方は、周知のようにポーター (Michael E. Porter) の戦略論に依拠したもの


































小 菅 正 伸444
5) ロスレンダーは、1996年の論文において、ASPの出現を３つの局面として説明して






な非財務的な重要成功要因 (critical success factors, CSF) がバランスト・スコアカー
著書と同じように [Roslender and Hart, 2002b, pp. 1011]、活動会計として、
活動基準原価計算 (ABC)、活動基準原価管理 (activity-based cost manage-
ment, ABCM)、顧客収益性分析 (CPA)、貢献差益法による製品収益性







いる [Roslender, 1995, pp. 5052]。なお、この内容は先のロスレンダーと
ハートの著書での説明とは若干異なる点に注意する必要がある [Roslender
and Hart, 2002b, pp. 1519]。先の著書では SMAに含められていなかった原
価企画がここでは含められており、逆に著書では SMAとして取り上げられ
ていた戦略的投資評価はここでは論じられていない。




 シャンク (John K. Shank) とゴヴィンダラジャン (Vijai Govindarajan)










[Roslender, Hart, and Ghosh, 1998, pp. 4445]。





(world-class manufacturing)、TQM (total quality management)、JIT (Just-In-
Time) とバックフラッシュ原価計算 (backflush costing)､ スループット会

















Hart, 2002a, p. 255]
前節で検討したように、ロスレンダーとハートは管理会計とマーケティン
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グとの結びつきにおいて ASPを展開し、彼らは ASPが次の３つの意味から







「SMAの第１の意味、ASPは、ロスレンダー (Roslender, 1995) 自身が提唱し
ている概念である。それは競争優位を獲得し維持するための新しい管理会計を指
している (Roslender, 1995, 1996)。SMA あるいは Accounting for Competitive
Advantage (競争優位のための会計) という言葉ではなく、ASP (Accounting for
Strategic Positioning) という言葉を用いたのは、競争優位は競合企業との対比で
市場における一定の戦略ポジショニングを得ることを意味するからである｡」[新






















製品属性分析 (product attribute analysis)、バイヤーの価値連鎖分
析、コンテスタブル市場の理論





 VBM (value-based management)
 知的資本管理 (intellectual capital management)
上記の点に関して、新江は次のように論じている。
「まず、この ASPの同義語として SMAという言葉が用いられていることがある





されている｡」[新江, 2005, p. 42］
３．SMAの第２の意味と第３の意味
新江は、ロスレンダーとハートの所説 [Roslender and Hart, 2002a] を




［新江, 2005, pp. 89, 2627]。
 サイモンズ (Robert Simons) のマネジメント・コントロール論
[Simons, 1987a, 1987b, 1990]




のうち、ロスレンダー&ハート (Roslender & Hart, 2002a) が考察に値する研究
として取り上げているのは、①マネジメント・コントロールシステムに関するサ
イモンズの研究、②バランスト・スコアカード (balanced scorecard、以下 BSC
とする) に関するキャプラン&ノートンの研究、③戦略的コストマネジメントに
関するシャンク&ゴビンダラジャンの研究である。
キャプラン&ノートン (Kaplan & Norton, 1992) が BSCを提唱した当初、そ
れは非財務的業績評価尺度も含めた多元的な業績評価システムとして提唱され
た。その後、BSCの業績評価尺度を戦略と結びつけることの必要性が認識され
るようになり、戦略を可視化するための戦略マップ (strategy maps) というツー
ルが追加され、現在では戦略実行のためのシステムとしての役割が最も重視され















シモンズの研究、特に1986年に発表された研究 (Simmonds, 1986) は競争ポ







［新江, 2005, pp. 4344］
ロスレンダーとハートも、2003年の論文において、先の CIMAの調査研
究にもとづいて SMAの定義の整理と精緻化、SMAにおけるマーケティング
内容の向上を論じている [Roslender and Hart, 2003]。そして、彼らの結論
として提唱するのがブランド管理会計である [Roslender and Hart, 2003, pp.
273274]。CIMAの調査研究からロスレンダーらが得た結論は､「ブランド
管理会計が SMA の次の段階を形成する」というものである [Hart and
Roslender, 2002, p. 33]。管理会計担当者とマーケティング担当者とが密接に
協働して、そのことを通してインタンジブルズとしてのブランドに注視し、
ブランド価値評価とブランド・マネジメントを遂行することの重要性を彼ら
は主張するのである [Hart and Roslender, 2002, pp. 3233]。
 ブランド管理会計の提唱―むすびに代えて―
本稿において、われわれがロスレンダーによる SMAに関する一連の研究




の管理会計 (ブランド管理会計) こそが SMAの次の段階である、と結論づ
けている [Roslender and Hart, 2002a, pp. 268274 ; Roslender and Hart, 2002b,
pp. 2022, 109121 ; Roslender and Hart, 2010a, pp. 742743]。彼らの見解で
は、マーケティングの視点で顧客と管理会計との関係を捉えれば、SMAか
ら得られた重要な洞察 (insights) の１つがブランド管理会計である、とい
うのである [Roslender and Hart, 2010a, pp. 741743]。この主張に対するロ
スレンダーの自信のほどは、ウィルソン (Richard M. S. Wilson) との共著
論文や共著書においてこれとまったく同様の主張が繰り返しなされているこ
とからも、明らかであろう [Roslender and Wilson, 2008a, 2008b Roslender
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